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仲 三三K口間Ａ ⑳』 貝
日本難病・疾病団体協議会匿詞 〒170-0002

束京都豊島区巣鴨１-20-9
巣鴨フアーストビル３F

TELO3(5940)0182
FAXO3(5395)2833

購読料１部500円(年間1,500円
送料込）(巳背B)第８号

集ま|鬮職睡窪 i露濾鬘 |雲酉|同
一

今年の患者・家族集会は、餃子で有名な「栃木県
宇都宮市」を会場に、落語家の立川談四楼師匠（記
念講演）をお招きして開催されます。伊藤代表の基
調報告を受け、５つの分科会（難病対策の新たな展
開、難病相談支援センター、医療問題、資金づくり、

患者会活動）で討議します。地元の栃木県難病連で
は、「全国からの参加者を手作り餃子で歓迎したい」
と張り切っています。ぜひ、多くの皆さんが参加で
きるように､早くからの取り組みをお願い致します。

〈開催日時〉１１月15日（土）～16日（日）
〈会場〉栃木県宇都宮市内ホテルニューイタヤ

栃木県宇都宮市大通り2-4-6
電話028-635-5511(JR宇都宮駅西口よ
り直進、信号３つ目左手角、徒歩５分）

〈宿泊費〉一泊朝食付6,500円（シングル・ツイ
ン同一料金）

第一日１１月15日（土）第一部全体集会
１４：００開会挨拶
０５主催者挨拶
１０患者・家族の訴え
４０来賓のご挨拶・ご紹介(メッセージの披露）

１５:１０記念講演「病とともに社会に溶け込む100条」
講師立川談四楼師匠

１６:1０基調報告伊藤たてお代表
１６：５０参加団体紹介ボランティア紹介
１６：５５全体集会閉会挨拶
第二部夕食・交流会会費5,000円（飲み放題）
１８：００歓迎の挨拶
１８:０３来賓のご挨拶・ご紹介

1８:１５乾杯
１９：００テーブルスピーチ
１９：３０アトラクション(手品｢マジックﾎｯﾌの会｣）
２０：１３閉会の挨拶・感謝の挨拶
第二日１６日（日）第三部分科会
９：００～１１：２０
第一分科会「難病対策の新たな展開について」
第二分科会「難病相談支援センターに患者会とし

てどう関わるか」
第三分科会「どうなっている私たちを取り巻く医

療問題」（地域医療問題、後期高齢者
医療、療養病棟削減、リハビリの日数
制限、混合診療、在宅医療体制など）

第四分科会「患者会の自立を支える資金作り」(入
れ歯リサイクル経験交流も含めて）

第五分科会｢魅力的な患者会作り」〈移動・休憩〉
１１：３０分科会報告
１２：００閉会の挨拶〈昼食一人1,200円〉
１２：３０〈解散＞
オプショナルツァー(P12へご案内を掲載）

立川談四楼師匠のご紹介
(本名）高田正一、（生年月日）昭和26年６月生まれ、（出身）群馬県邑楽町、（履歴）1970年３月、
県立太田高校卒、同年立川談志に入門｡1980年11月、NHK新人落語コンクール優秀賞受賞。１９８３
年11月、立川流落語会第一期真打となる。1983年、真打昇進試験を題材にした｢屈折13年｣を発刊、
以後、TV,ラジオの出演の他、落語会、講演会多忙の中、新聞、雑誌に連載エッセイやコラムを
書き続けている。1998年から専修大学の特別講師として教壇に上がる経験を持つ。
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難
病
・
長
期
慢
性
疾
患
対
策
に

新
た
な
提
案
を

５
月
妬
日
（
日
）
、
第
４
回
定
期
総

会
が
晴
海
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
開
か
れ

ま
し
た
。
議
長
に
は
、
田
口
信
助
氏
（
大

阪
難
病
連
）
、
浅
野
晃
氏
（
ベ
ー
チ
ェ

ッ
ト
病
友
の
会
）
が
選
任
さ
れ
、
評
議

員
定
数
１
６
２
名
中
、
本
人
出
席
が
副

名
、
委
任
状
出
席
が
弱
名
、
合
計
出
席

者
１
３
６
名
で
総
会
は
成
立
し
ま
し

た
。
総
会
で
は
、
伊
藤
た
て
お
代
表
の

挨
拶
（
別
項
参
照
）
に
続
い
て
、
全
国

保
団
連
の
住
江
憲
勇
会
長
と
日
本
医
労

連
の
西
川
活
夫
書
記
長
か
ら
、
励
ま
し

と
連
帯
の
ご
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。
活

動
報
告
と
決
算
報
告
、
活
動
方
針
と
予

算
案
は
、
提
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
役
員
改
選
及
び
規
約
・
規

程
の
改
正
に
つ
い
て
も
、
原
案
通
り
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

Ｊ
Ｐ
Ａ
第
４
回
定
期
総
会
報
告

日
本
難
病
・
疾
病
団
体
協
議
会

代
表
伊
藤
た
て
お

ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
を
目
指
し
た
活
動
を

悪
天
候
の
中
、
お
集
ま
り
い
た
だ
き

厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
総
会
は

第
４
回
で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
以
前

か
ら
の
長
い
運
動
の
歴
史
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
中
に
は
、
守
り
の
運
動
も
あ

り
ま
し
た
が
、
社
会
保
障
費
や
医
療
費

の
問
題
で
、
も
う
こ
れ
以
上
抑
制
す
る

の
は
無
理
だ
、
と
い
う
状
況
に
変
わ
り

つ
つ
あ
る
面
も
見
落
と
し
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
今
年
は
日
本
の
患
者
運
動
に
と

っ
て
、
大
き
な
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト

の
年
に
な
る
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

従
来
の
運
動
を
継
続
す
る
こ
と
か
ら
、

新
た
な
提
案
を
し
て
い
く
年
に
し
た
い

の
で
す
。
難
病
患
者
や
高
齢
者
、
障
害

者
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
作
り
を

提
案
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
Ｊ

Ｐ
Ａ
は
も
っ
と
機
動
的
に
活
動
で
き
る

よ
う
、
規
約
の

改
正
も
提
案
し

ま
す
。
全
国
の

患
者
団
体
が
連

帯
し
て
い
く
、

②
2007年度一般会計決算書

2007.4.1～2Ⅸ)８．３．３１
<収入の部＞

こ
の
１
年
間
の
主
な
取
り
組
み
は

「
難
病
対
策
の
拡
充
を
求
め
る
取
り
組

み
」
「
混
合
診
療
解
禁
に
反
対
す
る
取

り
組
み
」
「
国
会
請
願
署
名
」
「
不
要
入

れ
歯
リ
サ
イ
ク
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事

業
」
「
地
難
連
部
会
及
び
難
病
部
会
の

取
り
組
み
」
な
ど
で
し
た
。

と
り
わ
け
難
病
対
策
の
拡
充
要
望
に

つ
い
て
は
、
「
今
後
の
難
病
対
策
」
に

つ
い
て
６
回
の
勉
強
会
を
開
い
た
こ
と

ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
づ
く
り
を
目
指

し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
本

日
の
総
会
が
、
新
し
い
動
き
の
ス
タ
ー

ト
と
な
り
ま
す
よ
う
、
願
っ
て
お
り
ま

す。
Ⅳ
年
度
活
動
報
告

科 目
越
担

力 会
助 会
付
収

業 収
入

収 入 合 計
議

関 誌 発 行
刷

一ムページ運営経
費 行 動

業
査 研 究

信
件

務 所
品 消 耗 品
力 会 員 還 元 支

備
戻

支 出 合 計

決郷額
2,142,220
5.624,600
4,707,307

盗分一募協一賛一寄雑一型繰一一会一機一印一ホ｜旅京一網一通一人一巡迦協燕一予一繰

ｌ２ｌ３-４ｌ５-６ｌ７８’９--１-２３ｌ４ｌ５ｌ６ｌ７ｌ８-９-皿一ｕ一吃一旧一Ｍ｜喝

金2,142,220
金5,624,600
金4,707,307
費585 , 0 00
費 6 4 0 , 0 ㈹
金３５ , ㈹０
入 3 5 , 0 2 1
入1,160,022
金 0
14,929,170

費5,005,444
賀558 , 2 86
費1,117,401
"１１,７７０
費427 , 7 29
費682 , 5 60
費 8 2 . 3 6 0
費481 , 9 51
費2980,750
"９６０,０００
猟837 , 9 56
1I1９１,２７０
費 6 8 , 5 0 0
費 ０
金 0
13,305,977
1,623,193
１４．９２９．１７０

で
す
。
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
Ｊ

Ｐ
Ａ
未
加
盟
の
患
者
団
体
に
も
呼
び
か

け
て
、
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。
お
互

い
に
疾
患
を
理
解
し
、
特
定
疾
患
に
認

め
ら
れ
て
い
な
い
疾
病
す
べ
て
を
認
定

す
る
要
求
へ
と
繋
が
り
ま
し
た
。
さ
ら

に
厚
労
省
と
国
会
議
員
へ
の
要
請
行
動

に
も
大
き
な
力
と
な
り
ま
し
た
。
廻
月

総
会
会
場
で
寄
せ
ら
れ
た
中
国

四
川
大
地
震
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
・
サ

イ
ク
ロ
ン
の
救
援
金
六
万
七
一
九

○
円
は
、
毎
日
新
聞
東
京
社
会
事

業
団
を
通
じ
て
、
被
災
地
に
届
け

ら
れ
ま
し
た
。

ご協力ありがとうございました
次期緩越金
合 計
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2008年度一般会計予算
２㈹8.4.1～2側９．３．３１

<収入の部＞
２
．
３
日
の
「
患
者
・
家
族
の
声
を
」

の
大
行
動
に
は
、
刃
団
体
、
２
８
１
人

の
参
加
が
あ
り
大
成
功
で
し
た
。

「
混
合
診
療
解
禁
反
対
」
で
は
、
廻

月
に
反
対
の
声
明
を
出
し
ま
し
た
。
こ

れ
を
受
け
て
、
経
済
財
政
諮
問
会
議
に

出
さ
れ
た
資
料
に
反
対
決
議
が
掲
載
さ

ー

《庫Ｉ」》』一一 齢一

<支出の部＞
科 目

総会費
会議饗
会報費
印刷費
ホームページ費
旅饗
全国集会費
事業費
分担金
通信費
人件饗
事務所費
消耗品費
還元金
雑我
予備費
繰越金
合 計

予算額
850,000

2,950,000
850.000
1150000
３０,０００
750,000
８００,０００
６００,０００
120,000
500,000

2,950,000
９６０,０００
750,000
140,000
70,000
393,193
650,000

14.513,193

１’２-３４-５-６ｌ７ｌ８ｌ９ｍ-ｎ吃一旦皿一過一恥万

れ
ま
し
た
。
ま
た
や
マ
ス
コ
ミ
で
も
日

本
で
最
大
の
患
者
団
体
（
Ｊ
Ｐ
Ａ
）
が

反
対
し
て
い
る
、
と
報
道
し
ま
し
た
。

「
国
会
請
願
署
名
」
は
髄
万
筆
を
超

え
る
署
名
を
提
出
し
、
師
年
７
月
採
択

さ
れ
、
内
閣
に
送
ら
れ
ま
し
た
。

「
不
要
入
れ
歯
リ
サ
イ
ク
ル
」
は
ユ

ニ
セ
フ
の
運
動
の
一
環
と
し
て
、
Ｊ
Ｐ

Ａ
の
財
政
強
化
の
一
方
策
と
し
て
取
り

組
み
を
始
め
ま
し
た
が
、
本
格
的
に
は

肥
年
度
か
ら
行
わ
れ
ま
す
。

「
部
会
活
動
」
は
、
地
難
連
部
会
は

ブ
ロ
ッ
ク
別
交
流
会
の
開
催
や
、
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
の
活
動
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
の
実
施
を
し
ま
し
た
。
す
べ
て

の
都
道
府
県
に
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
が
、
地
方
の
財
政

悪
化
に
よ
る
運
営
経
費
の
削
減
が
各
地

2008年度リサイクル会計予算
２㈹8.4.1～2帥９．３．３１

<収入の部＞
③

私
た
ち
を
取
り
巻
く
情
勢
は
、
医
療

と
福
祉
へ
の
競
争
原
理
の
導
入
、
地
域

格
差
の
拡
大
、
専
門
医
不
足
、
混
合
診

療
の
解
禁
の
動
き
な
ど
、
患
者
の
目
線

で
見
直
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
今
年
度

の
方
針
の
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で

で
生
じ
て
い
ま
す
。
難
病
部
会
は
、
４

回
の
部
会
が
開
か
れ
、
難
病
対
策
に
つ

い
て
の
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

Ｊ
Ｐ
Ａ
発
足
後
、
３
年
間
の
取
り
組

み
を
通
じ
て
、
難
病
対
策
予
算
の
増
額
、

特
定
疾
患
の
切
り
離
し
を
阻
止
、
患
者

の
声
を
行
政
や
国
会
に
届
け
る
、
な
ど

肥
年
度
活
動
方
針

ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
確
立
を
目
指
し
て

〈支出の部〉

す
。
①
特
定
疾
患
と
長
期
慢
性
患
者
対

策
の
拡
充
を
目
指
す
。
小
児
慢
性
疾
患

の
患
者
も
含
め
て
、
問
題
点
を
整
理
し
、

患
者
家
族
の
要
望
を
ま
と
め
て
、
新
た

な
運
動
を
展
開
し
ま
す
。
②
ナ
シ
ョ
ナ

ル
セ
ン
タ
ー
を
目
指
し
て
取
り
組
み
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
組
織
の
強
化
、

財
政
の
確
立
、
事
務
局
体
制
の
整
備
な

ど
が
必
要
で
す
。
不
要
入
れ
歯
リ
サ
イ

ク
ル
で
財
政
確
立
に
取
り
組
み
ま
す
。

③
全
国
難
病
セ
ン
タ
ー
研
究
会
に
参
加

し
ま
す
。
昨
年
度
全
都
道
府
県
に
難
病

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
ま
し

た
。
超
党
派
の
国
会
議
員
で
応
援
組
織

を
作
っ
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ｐ
Ａ
加
盟
団
体

は
、
地
元
の
【
Ｐ
４
下
段
に
つ
づ
く
〕

運
動
の
成
果
が
あ
り
ま
し
た
。
組
織
的

に
も
発
足
当
初
の
記
団
体
か
ら
帥
団
体

へ
と
、
大
き
く
な
り
ま
し
た
。
今
後
は
、

Ｊ
Ｐ
Ａ
が
日
本
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ

ー
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
く
た
め

の
財
政
と
事
務
局
の
確
立
が
、
大
切
に

な
っ
て
き
ま
す
。

科 目
１
２
３
４
５
６
７
８
９

合 計

分担金
募金
… 閉
賛助会費
寄付金
雑収入
9厘圃画
入金

鍵越余

予算額
5,640,000
4,500,000
900,000
340,000
50,000
10,000
250,000
1,200,000
1,623.193
14.513,193

科 目
１
２
３

合 計

歸 6 認
リサイクル用品
雑収入

予算額
2,400,000
300,000
1,000

2,701,000

科 一 目
１
２
３
４
４
５
６

合 計

ﾛ睡留Ｍ
霞証調
旅饗
駈雁認
雑賀
詔爵醐
繰入金支出

予算額
700,000
300,000
200,000
100.000
１００．０００
101.000

1.200.000
2.701.000
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６
月
に
開
か
れ
た
特
定
疾
患
対
策
懇

談
会
は
、
難
治
性
疾
患
克
服
研
究
事
業

の
対
象
疾
患
選
定
の
し
く
み
を
変
え

て
、
類
似
疾
患
で
あ
れ
ば
研
究
班
の
研

究
対
象
に
加
え
て
い
く
と
い
う
方
針
を

採
用
し
、
対
象
疾
患
を
来
年
度
か
ら
一

気
に
７
疾
患
増
や
し
、
１
３
０
疾
患
と

す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

舛
添
厚
生
労
働
大
臣
は
、
こ
の
難
病
研

究
費
を
来
年
度
予
算
で
は
４
倍
の

１
０
０
億
に
す
る
と
発
言
し
、
こ
れ
は

そ
の
後
の
福
田
内
閣
の
「
５
つ
の
安
心

プ
ラ
ン
」
の
な
か
に
明
記
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
情
勢
の
変
化
は
、
私
た
ち

難
病
・
慢
性
疾
患
患
者
団
体
が
、
こ
れ

ま
で
の
組
織
の
枠
を
超
え
て
、
昨
年
来

取
り
組
ん
で
き
た
一
連
の
患
者
・
家
族

の
声
を
届
け
る
運
動
と
、
け
っ
し
て
無

関
係
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

７
月
週
日
に
開
か
れ
た
第
８
回
勉
強

会
に
は
予
想
を
上
回
る
詔
団
体
別
名
が

参
加
。
特
定
懇
で
追
加
が
決
定
し
た
下

垂
体
機
能
障
害
な
ど
の
患
者
団
体
か
ら

水谷幸司（「今後の難病対策」勉強会実行委員長）

軍 勢

喜
び
と
感
謝
の
発
言
が
続
い
た
後
、
Ｊ

Ｐ
Ａ
が
「
伊
藤
私
案
」
と
し
て
４
月
に

公
表
し
た
「
難
病
対
策
・
特
定
疾
患
対

策
の
新
た
な
展
開
を
考
え
る
」
（
以
下
、

伊
藤
私
案
）
を
も
と
に
、
今
後
の
展
開

に
つ
い
て
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
勉
強
会
に
参
加
で
き
な
か
っ

た
患
者
団
体
か
ら
も
、
「
ぜ
ひ
内
容
を

知
ら
せ
て
ほ
し
と
「
次
回
は
参
加
し

た
い
」
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
、
期
待

の
高
ま
り
も
感
じ
ら
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
現
在
、
日
本
政
府
は
国
連

で
採
択
さ
れ
た
障
害
者
権
利
条
約
の
批

准
に
む
け
た
国
内
法
の
整
備
に
入
っ
て

お
り
、
来
年
に
迫
っ
た
障
害
者
自
立
支

援
法
の
見
直
し
の
検
討
に
つ
い
て
も
、

秋
頃
に
は
そ
の
方
向
性
を
固
め
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
な
か
で
、
研
究

予
算
に
限
定
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
、

厚
生
労
働
大
臣
が
難
病
対
策
の
拡
充
を

発
言
す
る
な
ど
、
今
の
情
勢
は
、
私
た

ち
に
と
っ
て
は
ま
た
と
な
い
「
追
い
風
」

③
の
状
況
に
あ
る
と
い
え
ま
す
。

伊
藤
私
案
は
、
政
府
の
医
療
費
抑
制

政
策
の
も
と
で
膠
着
状
態
と
な
っ
て
い

る
政
府
の
難
病
対
策
に
、
私
た
ち
患
者

の
側
か
ら
新
た
な
問
題
提
起
を
行
っ
て

お
り
、
そ
れ
は
腎
臓
や
心
臓
な
ど
の
慢

性
疾
患
や
小
児
慢
性
疾
患
、
ウ
ィ
ル
ス

感
染
患
者
、
薬
害
や
医
療
災
害
な
ど
の

患
者
の
対
策
を
も
含
む
医
療
費
の
負
担

軽
減
策
を
提
示
す
る
と
と
も
に
、
そ
の

福
祉
・
生
活
保
障
に
つ
い
て
は
、
障
害

概
念
の
な
か
に
難
病
、
慢
性
疾
患
を
組

み
入
れ
て
い
く
方
向
を
求
め
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
施
策
を
全
面

的
に
展
開
し
て
い
く
う
え
で
の
理
念
法

と
し
て
の
難
病
対
策
基
本
法
の
制
定
を

明
記
し
て
い
ま
す
。

政
局
の
流
動
化
も
か
さ
な
っ
て
情
勢

が
大
き
く
動
き
出
し
て
い
る
今
こ
そ
、

私
た
ち
か
ら
の
提
言
を
、
政
治
の
表
舞

台
に
一
気
に
押
し
出
し
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
Ｊ
Ｐ
Ａ
の
果
た
す
役

割
は
、
ま
す
ま
す
大
き
な
も
の
に
な
っ

て
い
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

＊
勉
強
会
で
の
討
議
の
様
子
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

言
ｓ
》
言
。
ョ
名
緒
＆
凰
辱
・
８
日
盲
ず
足

弓
シ
言
昊
苫
冨
仁
・
言
旦

【
Ｐ
３
下
段
よ
り
】
難
病
相
談
・
支
援

セ
ン
タ
ー
を
活
用
し
、
研
究
会
に
積
極

的
に
参
加
し
ま
す
。
④
全
国
患
者
・
家

族
交
流
会
を
成
功
さ
せ
よ
う
。
ｎ
月
晦

日
（
土
）
泌
日
（
日
）
栃
木
県
宇
都
宮

市
で
開
か
れ
ま
す
。
お
互
い
に
病
気
を

理
解
し
、
連
帯
を
深
め
る
た
め
に
参
加

を
呼
び
か
け
ま
す
。

Ｊ
Ｐ
Ａ
を
患
者
団
体
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル

セ
ン
タ
ー
と
す
る
た
め
に
改
正
し
ま
し

た。規
約
廻
条
の
役
員
に
「
常
務
理
事
」
を

新
設
。
現
在
の
事
務
局
長
の
業
務
を
事

務
局
長
と
常
務
理
事
が
分
担
し
ま
す
。

第
過
条
の
役
員
の
任
期
を
２
年
と
し

ま
す
。
財
政
の
確
立
の
た
め
、
第
３
条
に

事
業
と
し
て
明
記
し
ま
す
。
新
た
に
、
都

道
府
県
の
運
動
前
進
の
た
め
の
地
域
部

会
と
疾
病
別
全
国
組
織
の
取
り
組
み
の

交
流
、
課
題
の
解
決
を
図
る
疾
病
部
会

の
設
置
を
明
記
し
ま
す
。
三
役
会
を
規

約
に
正
式
に
位
置
づ
け
ま
す
。
以
上
が

主
な
改
正
点
で
す
が
、
規
約
の
改
正
に

伴
い
、
規
定
の
必
要
箇
所
を
改
正
し
ま

し
た
。
（
２
０
０
８
年
５
月
妬
日
施
行
）

規
約
・
規
定
の
改
正
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事
務
局
（
疾
病
対
策
課
）
か
ら
、
１
．

「
難
治
性
疾
患
克
服
研
究
事
業
の
対
象
疾

患
に
つ
い
て
、
類
似
疾
患
を
ま
と
め
て
研

究
し
た
ら
ど
う
か
」
と
の
意
見
が
出
て
い

る
。
こ
れ
に
つ
い
て
の
考
え
方
を
ま
と
め

て
欲
し
い
、
２
．
現
在
全
く
対
象
と
な
っ

て
い
な
い
難
治
性
疾
患
の
研
究
の
公
募
枠

を
設
け
る
こ
と
に
つ
い
て
ご
意
見
を
お
聞

か
せ
願
い
た
い
、
と
討
議
内
容
を
説
明
し

2008年度幹事名簿（敬称略）
厚
労
省
は
本
年
度
第
１
回
懇
談
会
を
６

月
４
日
に
、
第
２
回
を
６
月
お
日
に
開
き

ま
し
た
。

そ
の
主
な
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

加 盟 団 体 名
(財)北海道難病連
青森県難病団体等連絡協議会
岩手県難病団体連絡協議会
(NPO)宮城県臘者家族団総錨協議会
(NPO)秋田県難病団体連絡協議会
山形県難病等団体連絡協議会
福島県難病団体連絡協議会
茨城県難病団体連絡協議会
栃木県難病団体連絡協議会
群馬県難病団体連絡協議会
千葉県難病団体連絡協議会
新潟県患者･家族団体協議会
山梨県患者家族団体協議会
長野県難病患者連絡協議会
(NPO)岐阜県難病団体連緒協議会
(NPO)静岡県難病団体連絡協議会
愛知県難病団体連合会
(NPO)三重難病連
(NPO)滋賀県難病連絡協議会
京都難病団体連絡協議会
(NPO)大阪難病連
兵庫県難病団体連絡協議会
(NPO)奈良難病連
和歌山県難病連
岡山県難病団体連絡協議会
広島難病団体連絡協議会
とくしま難病支援ネットワーク
香川県難病患者家族団体連絡協議会
愛媛県難病等患者団体連絡協議会
(NPO)高知県難病団体連絡協議会
福岡県難病団体連絡会
(NPO)佐賀県錐病支援ネットワーク
(NPO)長崎県難病連絡協議会
熊本県難病団体連絡協議会
(NPO)大分県錐病患者団体連絡協議会
宮崎県難病団体連絡協議会
(NPO)鹿児島県難病･障害者連絡協議会
スモンの会全国連絡協議会
全国交通災害対策協議会
全国心臓病の子どもを守る会
(社)全国腎臓病協議会
全国低肺機能者団体協議会
全国パーキンソン病友の会
日本患者同盟
日本肝臓病患者団体協議会
もやもや病の患者と家族の会
日本喘息患者会連絡会
全国寄柱靭帯骨化症患者家族連箱協議会
ベーチェツト病友の会
(NPO)日本IDDMネットワーク
全国多発性硬化症友の会
全国筋無力症友の会
全国膿原病友の会
日本ALS協会
IBDネッワーク
全国脊髄小脳変性症友の会
(NPO)線維筋痛症友の会
下垂体患者の会
全国CIDPサポートグループ
国分寺碓病者の医療と福祉をすすめる会

幹事氏名
小 田 隆
村木義一
千葉健一
白 江 浩
高 橋 昇
川越隼雄
渡辺善広
村 野 茂
玉木朝子
大沢富美代
米谷富美子
鈴 木 孝
北島恒雄
有 坂 登
松田之利
串 原 典
立木情子
河原洋紀
葛城貞三
伊藤克義
田口信助
森 利 孝
蜂谷あさ子
杉浦将浩
矢 北 強
岡馬重充
木 下 宏
田中哲雄
菅 裕 子
浜田成亮
橋 本 誠
三原睦子
北 川 修
中山泰男
赤嶺幹人
首藤正一
清藤美恵子
辻川郁子
川 添 務
山口美はと
川 角 明
大 泉 廣
松本好司
小林義雄
西村慎太郎
脇田和美
西 村 昭
土 屋 義 幸
浅 野 晃
井 上 龍 夫
山元美奈子
前 田 元
森 幸 子
金沢公明
萩原英司
村 田 明 弘
山田眞理子
はむろおとや
辻 邦 夫
稲垣恵美子

ま
し
た
。
委
員
か
ら
討
議
で
は
、
「
小
児

慢
性
疾
患
か
ら
多
く
の
要
望
が
出
て
い

る
。
研
究
費
は
限
ら
れ
て
い
る
の
で
、
一

定
の
整
理
が
必
要
だ
。
診
断
基
準
が
整
理

さ
れ
て
い
る
疾
患
で
な
い
と
研
究
は
難
し

い
。
こ
の
研
究
の
期
間
は
３
年
だ
が
、
次

の
３
年
へ
引
継
ぎ
が
う
ま
く
行
く
よ
う
に

す
る
必
要
が
あ
る
」
な
ど
の
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。
結
論
と
し
て
、
類
似
疾
患
を

研
究
の
対
象
と
す
る
こ
と
は
了
承
さ
れ
、

こ
れ
か
ら
鑓
研
究
斑
の
斑
長
に
問
い
合
わ

せ
て
、
追
加
の
要
望
が
あ
れ
ば
、
こ
の
懇

談
会
に
諮
っ
て
決
め
て
行
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
な
お
、
最
後
に
金
澤
座
長
は
、

「
追
加
研
究
が
で
き
る
よ
う
事
務
方
で
予

⑨
事
務
局
か
ら
研
究
班
か
ら
の
回
答
が
あ

っ
た
疾
患
と
し
て
、
次
の
７
疾
患
を
明
年

度
か
ら
新
た
に
難
知
性
疾
患
克
服
研
究
事

業
に
追
加
す
る
こ
と
、
新
た
に
未
研
究
の

難
治
性
疾
患
に
つ
い
て
の
研
究
班
の
公
募

制
枠
が
提
案
さ
れ
、
懇
談
会
で
確
認
さ
れ

ま
し
た
。
追
加
指
定
は
、
①
下
垂
体
機
能

低
下
症
、
②
ク
ッ
シ
ン
グ
病
、
③
先
端
巨

大
症
、
④
原
発
性
側
索
硬
化
症
、
⑤
有
鰊

赤
血
球
を
伴
う
舞
踏
病
（
有
練
赤
血
球
舞

踏
病
）
、
⑥
Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ
Ｉ
１
関
連
脊
髄
症

（
Ｈ
Ａ
Ｍ
）
、
⑦
先
天
性
魚
鱗
癖
様
紅
皮

症
の
７
疾
患
で
す
。
こ
れ
だ
け
多
く
の
疾

患
が
追
加
さ
れ
た
こ
と
は
異
例
の
こ
と
で

す
。
ま
た
、
次
の
２
疾
患
の
疾
患
名
を
変

更
す
る
こ
と
も
了
承
さ
れ
ま
し
た
。
①

算
獲
得
に
努
力
し
て
ほ
し
い
」
と
要
望
し

ま
し
た
。

難
治
性
疾
患
克
服
研
究
事
業
に
７
疾
患

が
新
た
に
追
加
指
定
さ
れ
た
の
は
、
患
者

会
か
ら
の
度
重
な
る
要
請
が
、
実
を
結
ん

だ
結
果
で
す
。
し
か
し
、
特
定
疾
患
治
療

研
究
事
業
（
医
療
費
の
助
成
事
業
）
は
、

２
０
０
０
年
に
妬
疾
患
が
指
定
さ
れ
て
以

来
、
８
年
間
も
据
え
置
か
れ
た
ま
ま
で
す
。

今
後
さ
ら
に
、
粘
り
強
く
医
療
費
助
成
の

対
象
疾
患
追
加
指
定
を
求
め
て
行
く
こ
と

が
必
要
で
す
。

ｒｐＦｒ綴魁献医療費助成の追加

（
現
）
ス
チ
オ
サ
イ
ト
ー
チ
ス
Ｘ
Ｕ
（
新
）

ラ
ン
ゲ
ル
ハ
ン
ス
細
胞
組
織
球
症
、
②

（
現
）
多
発
限
局
性
運
動
性
抹
消
神
経
炎

（
ル
イ
ス
サ
ム
ナ
ー
症
候
群
）
０
（
新
）

多
巣
性
運
動
ニ
ュ
ー
ロ
パ
チ
ー
（
ル
イ
ス

サ
ム
ナ
ー
症
候
群
）
。
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〈
津
島
雄
二
議
員
の
ご
挨
拶
（
要
旨
）
〉

１
日
〃
員
難
病
は
、
薬
の
開

聯
凝

ら
な
い
大
変
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。
皆

さ
ま
の
問
題
は
、
党
利
党
略
で
や
っ
て

は
い
け
な
い
。
予
算
で
は
、
毎
年

２
，
２
０
０
億
減
ら
せ
と
キ
ャ
ッ
プ
を

五
月
二
十
六
日
、
二
○
○
八
年
国
会

請
願
署
名
提
出
集
会
を
、
衆
議
院
第
二

議
員
会
館
会
議
室
で
開
催
、
全
国
各
地

か
ら
百
三
十
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
各

党
か
ら
は
、
高
橘
千
鶴
子
衆
議
院
議
員

（
日
本
共
産
党
）
、
谷
博
之
参
議
院
議

員
（
民
主
党
）
、
山
本
博
司
参
議
院
議
員

（
公
明
党
）
、
後
藤
田
正
純
衆
議
院
議
員

（
自
由
民
衆
党
）
、
津
島
雄
二
衆
議
院
議

員
（
自
由
民
主
党
）
、
伊
藤
忠
彦
衆
議

院
（
自
由
民
主
党
）
、
議
員
秘
書
娼
名

が
激
励
に
駆
け
つ
け
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
集
会
終
了
後
、
二
百
七
十
九
名
の

国
会
議
員
を
訪
問
し
、
八
七
九
、
六
四

九
筆
を
提
出
し
ま
し
た
。

２
Ｄ
Ｄ
Ｂ
年
国
会
請
願
署
名
朋
万
筆
を
提
出

か
け
て
い
る
。
私
は
、
そ
う
い
う
や
り
方

は
ぜ
つ
た
い
に
や
ら
せ
て
は
い
け
な
い

と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
皆
さ
ま

の
声
が
必
要
で
す
。
私
に
力
を
貸
し
て

頂
き
た
い
。
政
府
と
我
々
の
関
係
を
変

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
考
え

方
が
、
財
政
の
つ
じ
つ
ま
を
合
わ
せ
れ

ば
よ
い
と
い
う
経
済
政
策
中
心
に
な
っ

て
い
る
。
私
は
、
こ
れ
は
間
違
っ
て
い

る
と
思
う
。
世
の
中
の
人
が
み
ん
な
幸

せ
を
求
め
、
夢
を
持
っ
て
お
互
い
に
協

力
し
合
っ
て
前
に
進
ん
で
行
く
と
こ
ろ

か
ら
経
済
は
あ
が
っ
て
く
る
、
そ
れ
は

経
済
政
策
で
な
く
社
会
政
策
で
す
。
社

会
政
策
を
無
視
し
た
と
こ
ろ
に
正
し
い

経
済
政
策
は
な
い
。
い
つ
の
間
に
か
こ

の
国
か
ら
助
け
合
い
の
気
持
ち
が
無
く

な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
貰
う
も
の
は

貰
う
け
ど
、
お
互
い
に
助
け
合
う
、
払

う
も
の
は
払
う
と
い
う
気
持
ち
が
ど
こ

か
に
消
え
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
こ
と
が

み
ん
な
を
不
幸
に
し
て
い
る
。
お
互
い

に
助
け
合
う
も
の
は
助
け
合
っ
て
将
来

に
希
望
や
夢
を
持
っ
て
頑
張
っ
て
い
こ

う
と
な
る
国
に
し
ま
し
ょ
う
。
い
い
図

○
咽
「
-
Ｅ
曲
ｂ

⑥
〈
谷
博
之
議
員
の
ご
挨
拶
（
要
旨
）
〉

今
民
主
党
の
障
害

霞
簿
蕊
蜜

谷
く
り
、
障
害
者
や
難
病

政
策
は
原
点
に
立
ち
返
っ
て
制
度
を
作

っ
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
一

つ
は
、
障
害
者
権
利
条
約
の
法
整
備
に

難
病
対
策
を
位
置
づ
け
、
医
療
や
福
祉

の
仕
組
み
を
作
っ
て
い
く
。
も
う
一
つ

は
、
個
々
の
就
労
、
所
得
、
医
療
や
難

病
の
子
ど
も
た
ち
の
制
度
を
確
立
す
る

た
め
の
総
合
福
祉
法
で
す
。
難
病
対
策

だ
け
の
し
っ
か
り
し
た
法
律
を
作
り
、

国
が
そ
れ
に
基
づ
く
制
度
や
政
策
を
進

め
て
い
く
。
今
日
の
難
病
対
策
は
、
９

割
は
医
療
に
使
っ
て
お
り
、
福
祉
は
全

体
予
算
の
１
～
２
割
と
い
う
現
状
か
ら

医
療
に
集
中
し
た
新
た
な
法
律
を
作
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
様
々
な

制
度
を
総
合
的
に
検
討
し
、
出
来
る
限

り
早
く
出
し
た
い
。
皆
さ
ま
の
ご
要
望

に
党
を
上
げ
て
全
力
で
活
動
さ
せ
て
頂

く
こ
と
を
約
束
し
た
い
。

と
は
、
皆
さ
ま
方
が
元
気
に
な
る
国
だ
。

〈
山
本
博
司
議
員
の
ご
挨
拶
（
要
旨
）
〉

〈高橋千鶴子議員のご挨拶（要旨）〉

噸
毎
年
、
集
会
に
参

鰯鰯
ま
す
。
皆
さ
ん
が
、
難
病
対
策
、
医
療
、

社
会
保
障
の
全
体
を
見
直
し
な
が
ら
、

特
定
疾
患
の
治
療
研
究
事
業
だ
け
で
は

も
う
限
界
で
【
Ｐ
７
下
段
に
つ
づ
く
〕

公
明
党
を
代
表
し
て
来
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。
全
国
か
ら
の
署
名
に
少
し
で

員
も
お
応
え
し
て
参
り

鱈
騨
議
悪

-
ｌ
Ｉ
３
Ｉ
山
方
、
ま
だ
難
病
に
入

っ
て
い
な
い
方
の
声
を
聞
い
て
少
し
で

も
反
映
し
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。
私
の
娘
も
重
度
の
知
的
障
害

で
、
皆
さ
ん
の
ご
苦
労
は
見
て
ま
い
り

ま
し
た
。
難
病
で
苦
労
さ
れ
て
い
る
方

々
の
法
整
備
も
含
め
て
し
っ
か
り
し
た

改
正
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
公
明

党
と
し
て
も
全
力
で
取
り
組
ま
せ
て
頂

き
た
い
。
今
日
、
こ
こ
に
参
加
さ
れ
た

皆
さ
ま
の
思
い
が
、
そ
の
ま
ま
届
け
ら

れ
る
形
で
超
党
派
含
め
て
努
力
し
て
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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J 上 鐸 迩 塚 廊

&000甲g＝O平Bn20色q象竃f 北
海
道
難
病
セ
ン
タ
ー
受
付
に
不
要

入
れ
歯
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
置
き
、
六
月

北
海
道
難
病
連
で
は
先
ず
担
当

者
を
決
め
て
、
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。

担
当
者
は
難
病
連
事
業
の
ひ
と
つ

「
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
ア
ラ

ジ
ン
」
で
ス
タ
ッ
フ
の
斉
藤
さ
ん

で
す
。
担
当
者
が
軸
と
な
る
こ
と

で
取
り
組
み
も
安
定
し
ま
す
。
や

る
ぞ
と
い
う
姿
勢
を
み
な
さ
ん
に

伝
え
じ
わ
り
と
成
果
も
出
て
き
ま

した。
入
れ
歯
三
五
七
個
が

集
ま
る

》一一不滅蝿葹唾嘩幟緬獅慨-
一一一函雷雲や鉛一

Ｄ包日Ｂ

一

子○》
■Ｆ①申ｅＯｏＥ

不
要
入
れ
歯
リ
サ
イ
ク
ル

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
取
り
組
み

上
旬
の
新
聞
で
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
記

事
の
反
響
は
大
き
く
一
週
間
で
百
個
を

超
え
る
入
れ
歯
の
寄
付
が
郵
送
さ
れ
て

き
た
の
で
す
。
そ
の
入
れ
歯
の
中
に
は
、

手
紙
を
添
え
ら
れ
た
方
も
い
ま
し
た
。

「
こ
ん
な
運
動
を
し
よ
う
と
頑
張
っ
て

い
る
方
々
に
感
動
し
ま
し
た
。
亡
く
な

っ
た
母
の
ブ
リ
ッ
チ
が
母
の
身
の
一
部

の
よ
う
な
気
が
し
て
捨
て
ら
れ
ず
に
お

り
ま
し
た
。
大
切
に
金
庫
に
入
れ
て
あ

っ
た
事
を
思
い
出
し
、
こ
ん
な
良
い
こ

と
に
協
力
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
の
で
あ

れ
ば
、
亡
き
母
も
き
っ
と
喜
ん
で
く
れ

る
も
の
と
思
い
ま
す
」
・
手
紙
の
一
つ

ひ
と
つ
に
送
っ
た
方
々
の
思
い
が
込
め

ら
れ
、
善
意
が
社
会
の
一
部
に
な
っ
て

い
く
こ
と
の
喜
び
が
溢
れ
て
い
ま
す
。

記 旬 ■ … 一 山 …

ま
た
、
こ
の
手
紙
が
記
者
の
目
に

留
ま
り
コ
ラ
ム
欄
に
紹
介
さ
れ
た

こ
と
で
、
入
れ
歯
が
さ
ら
に
送
ら

れ
て
き
ま
し
た
。
中
に
は
、
元
歯

科
開
業
医
か
ら
歯
に
か
ぶ
せ
る
た

め
の
金
の
材
料
や
「
砂
金
」
が
あ

⑰
り
驚
き
ま
し
た
。

北
海
道
難
病
連
の
三
○
疾
病
団
体
と

二
○
支
部
で
も
市
町
村
施
設
な
ど
に
協

力
を
得
て
回
収
ボ
ッ
ク
ス
・
回
収
箱
の

設
置
が
地
域
で
も
徐
々
に
広
が
っ
て
い

ます。旭
川
支
部
で
は
、
市
役
所
庁
舎
内
の

二
カ
所
に
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
、

新
聞
で
紹
介
さ
れ
話
題
と
な
り
ま
し

た
。
旭
川
赤
十
字
病
院
口
腔
外
科
の
協

力
も
あ
っ
て
、
回
収
ボ
ッ
ク
ス
で
集
め

た
入
れ
歯
は
、
一
三
五
個
に
上
り
ま
し

た
。
北
海
道
難
病
連
が
、
こ
れ
ま
で
回

収
ボ
ッ
ク
ス
と
郵
送
で
受
付
け
た
入
れ

歯
は
三
五
七
個
（
七
月
二
五
日
現
在
）

と
な
り
ま
す
。

こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
ひ
っ
そ
り
眠

っ
て
い
た
入
れ
歯
が
、
患
者
会
と
の
つ

な
が
り
を
運
ん
で
く
れ
た
、
そ
の
こ
と

に
感
動
を
覚
え
ま
す
。
難
病
と
闘
う
患

者
会
自
ら
が
、
入
れ
歯
の
希
少
金
属
を

換
金
し
、
患
者
の
支
援
や
ユ
ニ
セ
フ
へ

の
寄
附
を
目
指
す
こ
と
が
好
評
で
す
。

Ｐ
Ｒ
と
多
く
の
所
に
回
収
ボ
ッ
ク
ス
・

回
収
箱
を
設
置
す
れ
ば
入
れ
歯
は
集
ま

る
こ
と
に
確
信
を
持
ち
ま
し
た
。

北
海
道
難
病
連
事
務
局
長

小
田
隆

こ
れ
ま
で
全
党
派
の
国
会
議
員
が
提

出
し
た
請
願
は
採
択
さ
れ
る
の
が
慣

例
。
し
か
し
、
２
０
０
６
，
７
年
と
２

年
連
続
で
採
択
さ
れ
た
国
会
請
願
が

「
審
査
未
了
（
不
採
択
こ
と
な
り
ま

し
た
。
理
由
を
各
党
に
確
認
し
て
も
ら

っ
た
と
こ
ろ
「
全
て
の
難
病
を
難
治
性

疾
患
対
策
克
服
研
究
事
業
の
対
象
疾
患

と
し
て
く
だ
さ
い
」
と
の
要
望
事
項
の

「
全
て
の
」
に
厚
生
労
働
省
が
難
色
を

示
し
た
と
の
こ
と
。
本
当
に
、
そ
れ
だ

け
が
理
由
な
の
か
は
不
明
で
す
。
私
た

ち
は
、
ど
う
し
て
も
「
全
て
の
」
難
病

患
者
の
救
済
を
求
め
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

【
Ｐ
６
よ
り
】
は
な
い
か
と
の
堤
起
を

さ
れ
ま
し
た
。
私
は
こ
の
こ
と
を
党
と

し
て
も
受
け
止
め
、
皆
さ
ん
に
添
っ
た

形
で
提
案
し
、
実
現
に
向
け
て
頑
張
っ

て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
地
域
医
療

の
崩
壊
、
医
師
不
足
、
統
廃
合
で
行
き

場
を
失
う
患
者
さ
ん
が
い
る
な
か
で
、

皆
さ
ん
と
と
も
に
頑
張
り
ま
す
。

「
審
査
未
了
」
の
結
果
に
は

納
得
で
き
な
い
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受
託
運
営
主
体
別
に
み
ま
す
と
、
患
者

会
が
別
都
道
府
県
・
姥
・
６
％
、
行
政
の

直
営
が
吃
県
・
妬
・
５
％
、
大
学
病
院
が

７
県
・
皿
・
９
％
、
そ
の
他
が
８
府
県
．
Ⅳ

％
と
い
う
状
況
で
す
。
受
託
団
体
を
類
別

し
て
み
ま
す
と
、
特
徴
が
出
て
き
て
い
る

よ
う
で
す
。

１
）
患
者
団
体

２
０
０
２
年
度
以
前
に
事
実
上
発
足
し

て
い
る
３
道
県
（
北
海
道
、
兵
庫
県
、
岐

阜
県
）
は
、
人
材
、
施
設
、
協
働
、
資
金

な
ど
で
総
体
的
に
筒
水
準
で
の
運
営
が
確

認
で
き
ま
す
。
２
０
０
３
年
度
以
降
に
発

足
し
た
都
府
県
の
多
く
は
、
佐
賀
県
、
静

岡
県
、
長
崎
県
、
宮
崎
県
、
滋
賀
県
、
山

梨
県
な
ど
新
た
な
「
セ
ン
タ
ー
」
構
築
に

成
功
し
、
患
者
会
を
活
性
化
さ
せ
て
い
る

こ
と
が
覗
え
ま
す
。

２
）
行
政
直
営

福
島
県
、
奈
良
県
、
富
山
県
、
福
井
県

な
ど
は
、
い
く
つ
か
の
課
題
を
残
し
な
が

ら
も
患
者
会
か
ら
飲
迎
さ
れ
、
難
病
の
「
県

’１｜受託・運営団体

難
病
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
、

全
都
道
府
県
に
設
置
の
見
通
し
が
確
実
に

な
っ
た
２
０
０
７
年
末
の
時
点
で
、
Ｊ
Ｐ

Ａ
と
し
て
は
、
２
回
目
の
「
患
者
会
か
ら

み
た
難
病
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」
に
つ
い

て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

〆̅、
難病相談支援センターのアンケート結果につい

’２｜受託費・運営費

回
答
は
、
運
営
費
の
平
均
が
約
８
９
１

万
円
で
し
た
。
前
回
の
１
，
０
６
５
万
円

を
下
回
り
ま
し
た
。
こ
の
間
、
増
額
し
た

の
は
３
県
、
減
額
が
９
県
で
し
た
。
発
足

し
た
ば
か
り
な
の
に
、
こ
の
よ
う
な
減
少

中
央
保
健
所
」
的
な
機
能
を
持
ち
始
め
て

い
ま
す
。
一
部
の
県
で
は
、
セ
ン
タ
ー
は

立
ち
上
げ
た
も
の
の
、
そ
の
独
自
機
能
を

発
揮
で
き
な
い
状
況
が
覗
え
ま
す
。

３
）
大
学
病
院
な
ど

羽
・
８
％
（
大
学
病
院
叩
７
国
立
病

院
恥
１
患
者
会
十
専
門
職
部
２
医
師

会
・
社
協
・
研
究
所
な
ど
）

群
馬
県
、
広
島
県
、
鳥
取
県
、
岡
山
県

な
ど
で
は
、
難
病
医
療
ケ
ア
の
研
究
者
集

団
と
の
連
携
で
、
特
に
研
究
・
普
及
啓
発

な
ど
他
に
見
な
い
実
践
が
始
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
熊
本
県
、
新
潟
県
な
ど
患
者
会
十

専
門
職
集
団
の
協
働
運
営
は
、
新
し
い
試

み
で
あ
り
今
後
の
発
展
が
注
目
さ
れ
ま

す
。
島
根
県
の
難
病
研
究
所
の
独
自
活
動
、

千
葉
県
の
広
域
的
な
多
地
域
セ
ン
タ
ー
な

ど
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
努
力
を
多
と
し
な
が

ら
も
簡
単
な
評
価
は
で
き
ず
、
今
後
を
見

守
り
た
い
所
で
す
。
い
ず
れ
も
、
患
者
や

患
者
会
の
意
向
が
、
セ
ン
タ
ー
運
営
に
ど

う
反
映
さ
れ
て
い
る
か
に
よ
っ
て
、
評
価

が
大
き
く
分
か
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。 ⑦

③
そ
れ
ぞ
れ
が
、
質
の
向
上
へ
む
け
て
ひ

た
む
き
な
努
力
が
覗
え
ま
す
。
圧
倒
的
な

の
は
、
研
修
会
・
交
流
会
が
妃
・
７
％
と

な
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
難
病
患
者
会
が

力
量
を
高
め
た
り
相
談
の
質
を
向
上
さ
せ

る
上
で
、
交
流
会
の
も
つ
意
味
が
大
き
い

こ
と
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
事

例
検
討
は
、
前
述
の
実
践
的
な
知
識
を
磨

く
上
で
意
識
的
に
普
及
す
る
必
要
が
あ
る

よ
う
で
す
。
ま
だ
、
情
報
収
集
（
情
報

リ
テ
ラ
シ
ー
）
が
非
常
に
少
な
い
こ
と
は
、

今
後
の
課
題
で
し
ょ
う
。

傾
向
に
あ
る
こ
と
は
残
念
な
状
況
で
す
。

セ
ン
タ
ー
運
営
費
を
愛
知
の
医
師
会
が

１
７
４
８
万
円
も
持
ち
出
し
て
い
る
の

を
は
じ
め
、
過
県
で
受
託
費
以
外
か
ら
支

出
し
て
い
ま
す
。
患
者
会
の
自
力
財
源
拡

充
、
民
間
な
ど
企
業
を
含
む
協
働
拡
大
の

課
題
も
あ
る
よ
う
で
す
。

’３｜センターを支える人材一

医
療
職
な
ど
専
門
職
の
方
が
記
・
９
％

で
当
事
者
が
妬
・
１
％
と
い
う
傾
向
は
、

前
回
（
専
門
職
卿
・
９
％
、
当
事
者
弱
．

３
％
“
ダ
ブ
リ
あ
り
）
と
比
べ
て
逆
転
し

て
い
ま
す
。
当
事
者
が
運
営
に
重
要
は
役

割
り
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
に
大
い
に
注

目
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

５
セ
ン
タ
ー
開
設
は
患
者
会
に
と

っ
て
…
良
か
っ
た
か
、
問
題
点

相
談
支
援
の
質
の
向
上
へ
の

努
力

肯
定
的
評
価
が
“
・
５
％
、
課
題
・
問

題
点
が
証
・
２
％
、
否
定
的
評
価
が
４
．

３
％
で
し
た
。
こ
れ
は
、
前
回
（
だ
．
９
％
、

沁
・
３
％
、
５
．
８
％
）
に
比
べ
て
肯
定

的
評
価
が
下
が
り
、
課
題
・
問
題
点
が
大

き
く
増
え
、
否
定
的
評
価
が
下
が
っ
た
と

い
え
る
結
果
で
す
。
患
者
会
と
し
て
は
、

セ
ン
タ
ー
へ
の
期
待
が
大
き
が
っ
た
が
、

い
ざ
実
際
に
関
わ
っ
て
み
る
と
、
課
題
を

た
く
さ
ん
発
見
し
た
．
と
い
う
こ
と
で
し

ょ
う
か
。
課
題
で
は
依
然
と
し
て
、
行
政

と
の
協
伽
で
あ
り
、
委
託
費
、
人
材
な
ど

です。
-
６
相
談
支
援
件
数
の
数
え
方
一

：．（省略）

全
体
と
し
て

セ
ン
タ
ー
の
開
設
・
発
足
を
契
機
に
、

全
国
の
ほ
と
ん
ど
の
患
者
会
が
そ
の
社
会

的
な
役
割
り
の
自
覚
を
高
め
、
活
性
化
し

て
き
て
い
る
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。
こ
れ

は
、
日
本
の
雌
病
患
者
会
運
動
に
と
っ
て

榔
造
的
変
化
の
兆
し
が
起
こ
っ
て
い
る
と

い
っ
て
も
い
い
で
し
ょ
う
。
地
域
の
事
情

に
よ
っ
て
患
者
会
の
運
営
が
困
難
に
陥
っ

て
い
る
い
く
つ
か
の
県
段
階
の
患
者
会
が

あ
る
こ
と
も
事
実
で
す
。
こ
れ
ら
の
諸
県

の
仲
間
た
ち
と
も
一
緒
に
な
っ
て
、
こ
の

歴
史
的
時
期
を
と
も
に
前
進
で
き
る
よ
う

提
携
、
学
び
あ
い
を
強
め
て
い
き
た
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。
（
「
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
」

希
望
は
、
事
務
局
ま
で
お
願
い
し
ま
す
）

４
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２
０
０
８
年
３
月
巧
日
、
略
日
、
愛

知
県
名
古
屋
市
の
愛
知
県
医
師
会
館
に

て
全
国
難
病
セ
ン
タ
ー
研
究
会
（
会
長

木
村
格
（
い
た
る
）
）
第
十
回
研
究

大
会
（
愛
知
）
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

北
海
道
難
病
連
は
研
究
会
事
務
局
を
担

当
し
て
お
り
ま
す
（
共
同
事
務
局
難

病
支
援
ネ
ッ
ト
北
海
道
）
。

昭
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
研
究
大
会
も

三三三臺 全国難病
センター
研 究 会

̅

第
扣
回
砺
鶏
末
簔

２
０
０
ｓ
年
３
月
幅
日
・
旧
日
愛
知

大会風景

年
二
回
の
開
催
を
重
ね
、
こ
の
た
び
十

回
目
を
迎
え
ま
し
た
。
節
目
の
大
会
に

ふ
さ
わ
し
く
、
難
病
相
談
・
支
援
セ
ン

タ
ー
（
以
下
、
難
病
セ
ン
タ
ー
）
の
相

談
員
を
は
じ
め
、
今
回
は
海
外
か
ら
の

ご
参
加
も
あ
り
２
０
０
名
を
越
す
参
加

で
事
前
に
用
意
し
て
い
た
座
席
も
足
り

な
く
な
る
ほ
ど
の
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。

ま
た
今
大
会
で
は
わ
が
国
の
難
病
対

策
そ
し
て
医
療
福
祉
分
野
に
大
き
く
貢

献
さ
れ
た
お
二
人
を
お
招
き
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
歩
み
と
こ
れ
か
ら
の
展
望
に
つ

い
て
貴
重
な
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し

た。お
一
人
は
名
古
屋
大
学
、
愛
知
医
科

大
学
名
誉
教
授
の
祖
父
江
逸
郎
先
生
。

祖
父
江
先
生
に
は
特
別
講
演
「
難
病
対

策
の
経
緯
と
現
状
、
こ
れ
か
ら
の
新
し

い
展
開
」
と
題
し
お
話
い
た
だ
き
ま
し

た
。
実
際
の
事
例
を
２
，
３
あ
げ
な
が

ら
、
雌
病
対
策
の
最
も
基
本
的
な
ベ
ー

ス
に
な
る
理
念
は
「
自
立
と
共
生
」
で

⑨
全国難病センター研究会第10回
研究大会（愛知）参加者内訳

あ
り
、
医
療
・
福
祉
の
ス
タ
ッ
フ
ま
か

せ
で
な
く
、
患
者
・
家
族
側
も
そ
の
理

念
に
対
応
し
た
気
持
ち
を
持
つ
こ
と
が

肝
要
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
も
う
お
一
人
、
患
者
運
動
を

牽
引
し
、
日
本
の
社
会
保
障
の
発
展
に

寄
与
さ
れ
た
長
宏
さ
ん
の
奥
様
で
あ

り
、
日
本
福
祉
大
学
名
誉
教
授
で
も
あ

る
児
島
美
都
子
先
生
。
児
島
先
生
に
は

大
会
２
日
目
に
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま

した。ま
た
、
大
分
県
難
病
相
談
・
支
援
セ

ン
タ
ー
が
待
望
の
ス
タ
ー
ト
！
全
都
道

府
県
に
難
病
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
た

と
い
う
う
れ
し
い
報
告
も
こ
の
記
念
の

大
会
に
花
を
添
え
ま
し
た
。

大
会
二
日
間
の
主
な
発
表
テ
ー
マ
は

「
難
病
セ
ン
タ
ー
の
取
組
み
」
、
「
全
国

疾
病
団
体
の
活
動
」
、
「
難
病
の
あ
る
人

へ
の
就
労
支
援
」
、
「
ピ
ァ
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
」
な
ど
で
し
た
。

第
加
回
研
究
大
会
（
愛
知
）
は
開
催

地
で
あ
る
愛
知
県
、
名
古
屋
市
、
厚
生

労
働
省
、
厚
生
労
働
科
学
研
究
費
補
助

金
難
治
性
疾
患
克
服
研
究
事
業
「
重
症

難
病
患
者
の
地
域
医
療
体
制
の
構
築
に

関
す
る
研
究
班
」
（
糸
山
班
）
な
ら
び

に
「
特
定
疾
患
の
自
立
支
援
対
策
の
確

立
に
関
す
る
研
究
班
」
（
今
井
班
）
よ

り
後
援
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
ま

た
愛
知
県
医
師
会
に
は
会
場
の
ご
提
供

と
事
前
準
備
や
運
営
の
お
手
伝
い
な
ど

幅
広
く
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ

の
場
を
お
借
り
し
て
関
係
者
の
皆
様
に

厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

第
ｎ
回
研
究
大
会
は
総
会
を
兼
ね
て

肥
年
ｕ
月
頃
に
東
京
に
て
、
第
吃
回
研

究
大
会
は
、
的
年
３
月
加
日
、
虹
日
に

沖
縄
県
に
て
開
催
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
北
海
道
難
病
連
、
日
本
難
病
・
疾

病
団
体
協
議
会
（
Ｊ
Ｐ
Ａ
）
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
情
報
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。

み
な
さ
ま
の
ご
参
加
を
ひ
き
つ
づ
き
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
（
北
海
道
難
病

連
相
談
室
鈴
木
洋
史
）

機関種別
難病相談･支援ｾンター
地 域 難 病 連
疾 病 団 体
医 療 関 係 機 関
行 政 関 係
企 業
そ の 他

計

機関個体数
24機関
12団体
14団体
15機関
12機関
5機関
８団体

‘・人数
4７
4４
4５
2９
1８
７
1８
208
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全
国
Ｃ
Ｉ
Ｄ
Ｐ
サ
ポ
ー
ト
グ
ル
ー
プ

は
、
慢
性
炎
症
性
脱
髄
性
多
発
神
経
炎
（
Ｃ

Ｉ
Ｄ
Ｐ
）
と
そ
の
周
辺
疾
患
、
多
巣
性
運

動
ニ
ュ
ー
ロ
パ
チ
ー
（
Ｍ
Ｍ
Ｎ
）
や
Ｍ
蛋

白
血
症
に
伴
う
多
発
ニ
ュ
ー
ロ
パ
チ
ー
を

含
む
患
者
会
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

通
し
て
知
り
合
っ
た
有
志
唱
名
で
平
成
昭

年
に
設
立
し
、
全
国
を
７
支
部
に
分
け
、

支
部
長
を
置
き
、
平
成
加
年
７
月
現
在
の

会
員
数
は
約
１
５
０
人
と
な
り
ま
し
た
。

Ｃ
Ｉ
Ｄ
Ｐ
は
、
末
梢
神
経
の
髄
鞘
（
ミ

エ
リ
ン
）
が
脱
髄
を
繰
り
か
え
す
慢
性
の

神
経
難
病
で
、
四
肢
遠
位
部
お
よ
び
近
位

部
の
脱
力
や
運
動
・
感
覚
障
害
を
主
症
状

と
す
る
自
己
免
疫
疾
患
で
す
。
患
者
は
幼

児
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
い
層
に
及
び
、

２
０
０
８
年
発
表
の
名
古
屋
大
学
に
よ
る

報
告
で
は
、
有
病
率
は
人
口
ｍ
万
人
に
つ

き
１
．
飢
人
、
男
女
比
は
２
”
１
と
な
っ

て
い
ま
す
。
国
の
難
病
に
認
定
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
歴
史
の
浅
い
病
気
の
上
に
、
患

者
数
が
全
国
で
も
推
定
２
４
０
０
人
程
度

と
非
常
に
少
な
い
た
め
、
現
在
、
東
京
都

と
埼
玉
県
を
除
き
、
公
費
負
担
の
対
象
に

な
っ
て
は
お
り
ま
せ
ん
。

Ｃ
Ｉ
Ｄ
Ｐ
の
治
擦
方
法
の
一
つ
、
Ｉ
Ｖ

Ｉ
ｇ
（
免
疫
グ
ロ
ブ
リ
ン
大
最
静
注
）
は
、

全
国
Ｃ
Ｉ
Ｄ
Ｐ

サ
ポ
ー
ト
グ
ル
ー
プ

新
規
加
盟
団
体
紹
介

ヒ
ト
の
血
液
を
原
料
と
す
る
血
漿
分
画
製

剤
を
使
用
す
る
た
め
、
非
常
に
高
額
で
す
。

重
症
患
者
の
場
合
、
頻
回
に
わ
た
っ
て
の

治
療
と
な
り
、
自
己
負
担
額
も
嵩
み
ま
す
。

ま
た
免
疫
抑
制
剤
を
必
要
と
す
る
患
者
も

い
ま
す
が
、
保
険
適
用
外
と
さ
れ
、
使
用

が
困
難
な
現
状
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
だ
け

で
は
な
く
、
ど
の
治
療
に
も
反
応
し
な
い

難
治
性
患
者
も
お
り
ま
す
。
個
々
の
病
状

が
多
様
な
た
め
診
断
も
難
し
く
、
他
の
病

気
と
の
誤
診
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
包
括
医
療
費
制
度
に
よ
り
、
Ｉ
Ｖ
Ｉ

ｇ
セ
外
来
の
み
に
制
限
す
る
病
院
も
あ

り
、
重
症
患
者
が
入
院
で
は
な
く
、
５
日

間
連
続
で
Ｉ
Ｖ
Ｉ
ｇ
哲
受
け
る
た
め
に
通

院
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
な
ど
、
負
担
を
強

い
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
多
く
の
問
題
が
あ
る
の

で
、
私
た
ち
は
患
者
会
を
結
成
し
、
Ｃ
Ｉ
Ｄ

Ｐ
に
関
す
る
研
究
の
進
展
、
根
治
療
法
の

確
立
、
公
的
援
助
の
推
進
を
切
に
求
め
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
当
患
者
会
で
は
、
全
国

に
散
在
す
る
稀
少
な
患
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
構
築
し
て
交
流
を
深
め
る
と
共
に
、

本
疾
患
に
関
す
る
医
療
と
福
祉
の
向
上
を

目
指
し
各
種
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
医

療
情
報
の
提
供
・
配
布
事
業
、
相
談
支
援

事
業
、
要
望
活
動
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
度
は
会
員
の
実
態
調
査
ア
ン
ケ
ー

ト
を
独
自
に
行
い
、
猫
協
医
科
大
学
の
小

⑩
猛
暑
の
中
で
白
・
黒
の
石
が
動
く
。
筋

無
力
症
と
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
患
者
の
真
剣

な
眼
差
し
の
対
局
が
続
く
。
神
戸
難
病
相

談
室
で
難
病
連
囲
碁
同
好
会
が
発
足
し
て

一
年
に
な
る
。

各
団
体
の
つ
ど
い
の
場
、
患
者
の
憩
い

の
場
と
し
て
活
用
さ
れ
、
十
八
年
に
な
る

神
戸
難
病
相
談
室
は
難
病
連
活
動
の
拠
点

と
な
っ
て
い
る
。

兵
庫
県
難
病
団
体
連
絡
協
議
会
は
、
昭

和
五
十
年
に
発
足
し
、
現
在
で
は
一
六
疾

病
団
体
九
八
○
○
名
を
擁
し
、
各
々
の
団

体
が
自
主
的
に
会
運
営
を
行
い
、
難
病
連

と
し
て
の
協
議
会
活
動
に
参
加
し
て
い

る。県
内
五
箇
所
（
神
戸
・
姫
路
・
尼
崎
・
西

宮
・
川
西
）
に
支
部
組
織
が
あ
り
、
政
令

都
市
・
中
核
都
市
と
し
て
各
市
か
ら
委
託

鷹
先
生
と
と
も
に
「
慢
性
炎
症
性
脱
髄
性

多
発
ニ
ュ
ー
ロ
パ
チ
ー
の
実
態
ｌ
全
国
Ｃ

Ｉ
Ｄ
Ｐ
サ
ポ
ー
ト
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
」
と
い
う
論
文
に
ま
と
め
、

「
神
経
内
科
」
第
的
巻
３
号
（
科
学
評
論

社
、
２
０
０
８
年
９
月
発
行
予
定
）
に
掲

載
予
定
で
す
。
設
立
後
３
年
目
に
入
り
ま

し
た
が
、
過
去
２
回
医
療
講
演
会
を
関
東

難
病
克
服
を
め
ざ
し
て

兵
庫
県
難
病
連

加
盟
団
体
の
紹
介
劇
姻

事
業
を
も
と
に
各
々
の
地
域
で
の
活
動
を

し
て
い
る
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
教
訓

か
ら
小
地
域
で
の
助
け
合
い
が
如
何
に
重

要
で
あ
る
か
を
痛
感
し
、
順
次
発
足
し
た
。

主
な
活
動
と
し
て
災
害
時
に
お
け
る
難

病
患
者
へ
の
支
援
体
制
確
立
を
求
め
て
、

行
政
・
医
療
機
関
・
患
者
と
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
は
じ
め
講
演
会
を
開
催
し
、
難
病
患

者
の
必
要
と
す
る
真
髄
へ
と
踏
み
込
ん
で

い
る
。
各
市
の
難
病
患
者
数
と
、
救
急
病

院
・
医
療
機
関
の
マ
ッ
プ
を
携
え
て
各
市

町
を
訪
問
し
、
体
制
構
築
に
向
け
あ
ゆ
み

始
め
て
い
る
。

ま
た
難
病
患
者
の
自
立
を
支
援
す
る
た

め
に
、
皆
で
戸
外
に
出
て
自
然
を
満
喫
し

な
が
ら
餅
つ
き
に
興
じ
、
松
茸
御
飯
や
豚

汁
に
舌
つ
づ
み
を
し
、
食
事
を
一
緒
に
す

る
こ
と
の
喜
び
に
浸
る
ひ
と
と
き
を
謡
歌

し
て
い
る
。
遊
び
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
で
楽
し

み
、
固
縮
す
る
筋
肉
を
自
然
に
伸
ば
し
驚

き
の
至
り
で
あ
る
。〔

Ｐ
Ⅵ
下
段
へ
つ
づ
く
〕

で
実
施
し
、
本
年
９
月
に
は
関
西
で
初
の

医
療
諦
演
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

Ｃ
Ｉ
Ｄ
Ｐ
が
特
定
疾
患
と
認
定
さ
れ
る

よ
う
、
ま
た
、
全
て
の
難
病
患
者
を
め
ぐ

る
環
境
が
改
善
さ
れ
る
よ
う
、
微
力
な
が

ら
も
要
望
活
動
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
ご
支
援
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す。
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難
病
の
仲
間
と

歩
ん
だ
鮒
年

私
が
ベ
ー
チ
ェ
ッ
ト
病
と
診
断
さ
れ
た

１
９
７
０
年
当
時
は
、
大
阪
で
万
国
博
が

開
催
さ
れ
る
な
ど
わ
が
国
の
戦
後
の
復
興

振
り
を
世
界
に
示
し
た
時
期
で
し
た
が
、

そ
の
反
面
、
国
内
的
に
は
様
々
な
公
害
、

薬
害
、
難
病
の
患
者
が
多
発
し
、
急
激
な

経
済
成
長
の
ひ
ず
み
と
国
民
の
権
利
意
識

の
高
揚
が
あ
ら
わ
に
な
っ
た
時
代
で
も
あ

り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
社
会
情
勢
の
中
で
、

１
９
７
０
年
２
月
に
ベ
ー
チ
ェ
ッ
ト
病
友

の
会
（
本
部
東
京
）
が
結
成
さ
れ
、
「
ベ

ー
チ
ェ
ッ
ト
病
患
者
救
済
に
関
す
る
請
願

及
び
難
病
救
済
基
本
法
の
制
定
に
関
す
る

請
願
」
が
国
会
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
新
聞
で
知
っ
た
私
は
、
直
ち
に

入
会
し
ま
し
た
が
、
当
時
の
私
は
ま
だ
病

勢
が
激
し
く
本
部
か
ら
送
ら
れ
て
来
る
署

■ 私 患と
者
運
動

米山厚（献諏灘論難）

な
ど
）
を
開
始
し
た
と
き
に
は
、
「
助
か

っ
た
！
こ
れ
で
医
療
費
の
心
配
を
し
な
く

て
も
治
療
が
受
け
ら
れ
る
」
と
い
う
思
い

と
と
も
に
「
運
動
無
く
し
て
成
果
無
し
」

と
い
う
言
葉
の
意
味
が
初
め
て
実
感
で
き

ま
し
た
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
が
そ
の
後
の

私
の
生
き
方
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と

思
い
ま
す
。

そ
の
後
、
友
の
会
の
会
員
が
増
え
る
に

つ
れ
て
各
地
で
支
部
作
り
が
始
ま
り

１
９
７
５
年
９
月
、
大
阪
府
支
部
結
成
に

参
加
し
、
以
後

名
用
紙
を
持
っ
て
周
り
の
人
に
協
力
を
お

願
い
す
る
こ
と
ぐ
ら
い
し
か
で
き
ま
せ
ん

でした。
し
か
し
、
今
か
ら
思
え
ば
こ
れ
が
私
と

患
者
運
動
と
の
最
初
の
出
会
い
で
し
た
。

そ
し
て
、
２
年
後
の
１
９
７
２
年
に
国

が
難
病
対
策
要
綱
を
制
定
し
特
定
疾
患
事

業
（
研
究
班
の
設
置
、
医
療
費
公
費
負
担

⑪
要
求
実
現
に
努
め
る
中
で
１
９
９
３
年
か

ら
大
阪
難
病
連
の
代
表
と
い
う
重
責
を
担

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

全
盲
と
い
う
ハ
ン
デ
ィ
を
持
つ
私
に
と

っ
て
こ
れ
は
か
な
り
厳
し
い
決
断
で
し
た

が
、
多
く
の
仲
間
に
支
え
ら
れ
て
過
年
間

何
と
か
微
力
を
尽
く
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た。
そ
の
中
で
私
が
特
に
印
象
に
残
っ
て
い

る
活
動
と
言
え
ば
、
そ
れ
は
や
は
り
難
病

セ
ン
タ
ー
建
設
運
動
で
「
な
ん
れ
ん
劇
団
」

の
旗
揚
げ
、
絵
画
展
の
開
催
、
税
理
士
の

グ
ル
ー
プ
（
無
限
の
会
）
に
よ
る
チ
ャ
リ

テ
ィ
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
な
ど
は
、
今
も
忘
れ

が
た
い
思
い
出
で
す
。

ま
た
、
大
阪
難
病
連
の
一
員
と
し
て
参

加
し
た
Ｊ
Ｐ
Ｃ
、
Ｊ
Ｐ
Ａ
の
諸
活
動
は
私

に
と
っ
て
は
、
常
に
運
動
の
理
論
と
ノ
ウ

ハ
ウ
を
学
ぶ
場
で
し
た
し
、
各
地
の
仲
間

と
交
流
で
き
る
楽
し
い
機
会
で
も
あ
り
ま

した。患
者
運
動
に
関
わ
っ
て
銘
年
間
無
我
夢

中
で
や
っ
て
き
ま
し
た
が
、
気
が
つ
け
ば

私
の
周
り
に
は
い
つ
も
仲
間
が
い
ま
し

た。
さ
り
げ
な
い
気
遣
い
と
励
ま
し
に
改
め

て
感
謝
す
る
と
共
に
、
こ
れ
か
ら
も
仲
間

作
り
を
大
切
に
共
に
歩
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

【
Ｐ
Ⅷ
末
尾
よ
り
つ
づ
く
】

難
病
患
者
同
志
の
旅
行
は
又
格
別
の
も

の
で
車
椅
子
、
杖
着
用
の
患
者
も
参
加
し
、

他
県
難
病
連
と
の
交
流
で
親
交
を
深
め
、

意
気
揚
々
と
至
福
の
時
で
あ
る
。

三
月
に
は
恒
例
行
事
と
し
て
そ
の
時
話

題
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
講
演
会
を
取
り
入

れ
、
病
院
・
開
業
の
医
師
等
と
医
療
等
の

問
題
に
つ
い
て
考
え
て
い
る
。
音
楽
を
共

に
し
、
医
師
と
歌
い
上
げ
る
賛
歌
は
心
に

響
き
療
養
生
活
の
糧
と
な
っ
て
い
る
。

常
時
開
設
し
て
い
る
神
戸
難
病
相
談
室

は
平
成
二
年
に
幕
を
開
け
、
小
規
模
な
が

ら
県
内
外
・
海
外
か
ら
の
相
談
も
あ
り
、

医
療
相
談
・
療
養
生
活
相
談
・
患
者
会
相

談
機
能
を
果
た
し
て
い
る
。
重
症
患
者
に

は
訪
問
活
動
を
行
い
療
養
生
活
上
の
相
談

や
助
言
を
行
っ
て
い
る
。
年
間
一
二
○
○

件
程
の
相
談
が
あ
り
、
医
療
生
活
上
の
悲

喜
こ
も
ご
も
の
実
態
を
受
け
止
め
相
談
に

の
っ
て
い
る
。
県
が
運
営
し
て
い
る
兵
庫

県
難
病
相
談
セ
ン
タ
ー
と
兵
庫
県
・
神
戸

市
難
病
連
の
患
者
会
が
運
営
し
て
い
る
こ

の
相
談
室
と
が
連
携
し
な
が
ら
、
両
者
で

相
談
に
応
じ
兵
庫
県
難
病
対
策
の
一
翼
を

担
っ
て
い
る
。
難
病
の
克
服
を
め
ざ
し
医

療
・
保
健
・
行
政
と
患
者
が
、
が
っ
ち
り

ス
ク
ラ
ム
を
組
ん
で
歩
み
た
い
。
も
う
一

つ
特
筆
す
べ
き
は
、
難
病
対
策
基
本
法
制

定
に
向
け
歩
ん
で
い
る
こ
と
で
あ
る
。
機

は
熟
し
つ
つ
あ
る
。
こ
の
機
を
生
か
し
て

難
病
患
者
の
英
知
を
結
集
し
、
難
病
対
策

の
最
終
到
達
点
を
目
指
し
、
法
制
化
に
向

け
取
り
組
み
た
い
・
あ
ゆ
み
は
鈍
く
と
も
、

し
っ
か
り
と
地
を
固
め
て
い
き
た
い
。
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『協聖吾浸拡大のお願い

日
本
難
病
・
疾
病
団
体
協
縦
会
が
、
日

本
の
医
療
制
度
・
政
策
に
影
響
力
を
持
て

る
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
と
し
て
確
立
す

る
に
は
、
本
格
的
な
財
政
確
立
が
必
要
で

す
。
こ
の
財
政
基
盤
と
な
る
の
が
、
加
盟

分
担
金
と
協
力
会
費
。
協
力
会
賢
は
、
現

在
の
１
９
５
名
を
３
０
０
名
に
拡
大
す
る

こ
と
が
、
第
４
回
総
会
で
確
認
さ
れ
ま
し

た
。
今
回
の
会
報
に
は
、
「
協
力
会
員
加

入
の
お
願
い
」
を
同
封
し
ま
し
た
の
で
、

ま
だ
「
協
力
会
員
」
な
っ
て
い
な
い
方
は
、

是
非
と
も
一
口
（
年
額
）
三
千
円
の
協
力

会
員
と
な
っ
て
頂
く
よ
う
お
願
い
致
し
ま

す
。
ご
加
入
に
あ
た
っ
て
は
、
同
封
の
振

込
用
紙
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
す

で
に
協
力
会
員
に
加
入
（
今
年
度
会
費
を

納
入
）
さ
れ
た
皆
様
に
は
、
こ
の
「
協
力

会
員
加
入
の
お
願
い
」
の
用
紙
を
活
用
し

て
会
員
拡
大
へ
の
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

〈
協
力
会
員
の
特
典
〉

１
．
協
力
会
医
の
皆
様
に
は
、
Ｊ
Ｐ
Ａ
の

仲
間
を
直
接
に
送
付
さ
せ
て
頂
き
ま

す。
２
．
納
め
て
頂
い
た
協
力
会
到
の
釦
％

は
、
希
望
す
る
加
盟
団
体
に
還
元
し
ま

す。
３
．
協
力
会
費
は
、
Ｊ
Ｐ
Ａ
活
動
を
通
し

て
、
患
者
・
家
族
の
た
め
に
役
立
て
ら

れます。

一
九
七
六
年
二
月
二
十
五
日
第
三
種
郵
便
物
認
可

Ｓ
Ｓ
Ｋ
Ｏ
通
巻
六
八
○
九
号
（
毎
週
月
・
火
・
木
・
金
発
行
）

二
コ
。
八
犀
八
月
十
四
日
倦
一
け ■ 串ｌ

編

集

後

記

Ｉ

◆
巣
鴨
白
山
通
り
か
ら
◆

こ
れ
ま
で
想
像
も
し
な
か
っ
た

集
中
豪
雨
が
続
い
て
い
る
。
地
球

の
自
然
環
境
を
破
壊
す
る
経
済
活

動
が
も
た
ら
し
た
結
果
で
は
な
い

の
か
。
こ
れ
と
同
じ
な
の
が
、

２
２
０
０
億
の
社
会
保
障
費
の
削

減
。
「
こ
れ
は
間
違
っ
て
い
る
」

と
自
民
党
津
島
議
員
が
２
０
０
８

年
国
会
請
願
集
会
で
激
励
の
挨
拶

を
行
う
。

今
、
政
府
の
誤
り
を
正
す
の
が

私
た
ち
の
運
動
と
な
っ
て
い
る
。

「2008年全国患者・家族交流集会in栃木｣オプショナルツアー

｢栃木の世界這産と紅葉を訪ねる旅」日光･鬼怒川観光

16日（日）１３時ホテルニューイタヤ出発つ日光市内=＞
（世界遺産）日光東照宮二鬼怒川温泉泊

17日（月）９時出発二日光華厳の滝今中禅寺湖遊覧二17日

､。

■
⑫

患者 障害者の福祉医療
報を満載１２００８年版

●

最諏鱸
|重度心身障害者(児）医療費助成制度全国実施状況調査報告’発行所癖轄鱸蝿跡龍馴州硫吻繩陰皿

一後期高齢者医療制度実施の影響をふまえて一

●医療費に関わる制度改正を、資料も含めてこの１冊に収録。
●都道府県・政令市・中核市の障害者医療費助成制度の最新情報
（2008年７月現在）を掲載。

●内容
患者・障害者と医療制度～後期高齢者医療制度と障害者への影響にもふれて～
医猟制度のしくみと障書者の医猟／陣審者自立支援法で大きく変わった障害者の医疲
制度/2006年医疲制度「改革」と障密者／後期高齢者医療制庇、l嗽害者への影轡は
／障害者への医療保障制度の現状と課題～障害者が安心して医療を受けられるように
重度心身障害者（児）医療費助成制度全国実施状況鯛査(2008年７月現在）
調査の概要、調査結果の特徴、調査結果の分析、自治体別一覧(紙瞳府熈/政令･中核市）
関連資料
公費負担医療制度一覧、老人医療賀助成制度一覧、乳幼児医療費助成制度都道府県一覧、
自立支援医療実施要綱（最新の施行通知全文）など

稲濡竃醤
■鷹心身障冨書く児)阻原費助成制度

全団室旛状況飼寅鰯告
2 0 0 8 年腺
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